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令和 8 年度 北海道難病医療提供体制整備事業 Web 研修会のご案内 

『難病患者への災害支援』 
～北海道における災害時の行政・医療の動きを知り、個別避難計画を考える～ 

 
拝啓 

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。また、日頃より北海道難病医療提供体制整備

事業にご理解ご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

この度、事業の一環として「難病患者への災害支援」をテーマに Web 研修会を開催いたしま

す。ご多忙とは存じますが、是非ご参加いただきたくご案内申し上げます。 

つきましては、別紙に記載の申込URLまたは、QRコードより事前申し込みをお願いいたします。 

また、本研修会は、お申し込みをいただいた方へ後日オンデマンド配信(YouTube 限定公開)をい

たします。当日視聴がかなわない方も是非お申し込みいただけますと幸甚です。 

敬具 

記 
 

平成 30 年の北海道胆振東部地震から 8 年が経過、また、令和 3 年の災害対策基本法の再改正により、

個別避難計画が市町村自治体の努力義務となってから 5 年が経過しました。そして現在、北海道におけ

る災害時の行政・医療の動きはどのようになっているのでしょうか？ 

発災時の都道府県保健医療福祉調整本部の役割は？安否確認の実際と患者搬送先選定・確保の実際

は？発災時、個別避難計画はどの様に活かされるのか？計画はどこまで共有されると良いのか？難病患

者の個別避難計画の作成、災害支援において気を付けることは何か？  

今回の研修会では、行政・医療の動き、災害支援のポイントをお伝えします。災害支援における疑問を

少しでも解消し、より良い個別避難計画を進める一助になれば幸いです。過ぎ去ると忘れてしまいがちに

なる災害支援、災害対策ですが、難病患者、特に医療依存度の高い難病患者・家族、支援者にとって災害

への備えは重要です。今一度みんなで学んでいきましょう。 

『難病患者への災害支援』 

～北海道における災害時の行政・医療の動きを知り、個別避難計画を考える～ 

1．開催日時  令和 8 年 8 月 26 日（水） 16 時 00 分～17 時 30 分 

2．対 象 者  医療関係者、保健行政機関、難病支援者 等 

3．開催方法  Zoom ウェビナー ＊後日オンデマンド配信(YouTube 限定公開)あり 

4．プログラム  別紙参照 

5．参 加 費  無料 
 

連絡先 札幌市西区山の手 5 条 7 丁目１－１ 
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